






研究要旨:子どもの虐待発生予防には、関連各分野の協力連携の上で、虐待ハイリスク群・

疑い群が虐待に進展するのを予防すること、および虐待の再発防止の 2 点が特に重要であ

る。今回我々は医療機関と保健所との連携の実態について医療機関を対象とした調査を行

った。その結果保健所への連絡は虐待群、虐待ハイリスク群・疑い群の各症例について、

何れも高率に連絡が行われていた。連絡を行わなかったのは乳児院、児童相談所が以前か

ら関与していた例が多かった。連絡をした理由、連絡する時の親への説明、あるいは連絡

しなかった理由について具体的に検討したことで、病院と保健所の連携のあり方について

の問題点を明らかにし、対応策の立案に有用であった。 


